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のり面に植栽したグラウンドカバープランツの
生育特性と土壌侵食防止

福嶋昭*・岩本豊・

要約

グラウンドカバープランツをのり面に植栽し，時期別の土壌面被覆とこれによる土壊侵食防止な

ど，のり富保護の効果および開花特性を活かした景観形成について検討した.

l 早期に土壌面を被覆し乾燥に樹え，のり罰を保護するのに適した種類として，アークトセカ，

イワダレソウ，シパザクラ，ゼダム類，ポテンティラ，ルブスカリシノイデスなど27種類を選定

した.

2 のり密保護に適するグラウンドカバープランツのうち，詞花による景観が優れる種類は，アー

クトセカ，シパザクラ，セダム類などであった.

3 土擦の流亡量は，初期生育が早く被覆率が高く，夏期に休眠しないものほど少なくなった.

Growth Features of Ground Cover Plants 
on Slopes under Soil Erosion Control 

Akira FUKUSHIMA and Y utaka 1 W AMOTO 

Summary 

Examination was made regarding cover rate of soil surface with ground cover plants on 

slope. 

(1) We selected 27 kinds ground cover plants， such as Arctotheca calendula Levyns， L伊>piα

cαnescens Kunth， Phlox subulata L.， Sedum spp.， Vinca spp.， Hedenα叩>p.， Potentillαvemα 

L. and Rub'us Cαlycinoides Hay. on cover the surface ofthe soil early and to bear drying. 

(2) Plants that flowered early after trans planting such as ArctothecαcαlendulαLevyns， Phlox 

subulata L. and Sedum叩>p.showed good appearance. 

(3) Soil erosion was less in the case of plants good growth and without the dormant in 

summer. 

キーワード:グラウンドカバ…プランツ，のり面，被覆率，開花特性，土壊流亡蓋
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緒

宅地開発や幹線道路の山間地への延伸，さらにほ場整

備などによって生じるのり簡は，早期の土壌浸食や崩壊

を防がなければならない.従来その対策として，生育の

早い西洋芝等の種子吹き付けが，工期短縮と経費節減の

ため広く施工されている.一方近年，環境保全や景観面

からグラウンドカパ…プランツ植栽による緑化が注目を

集め，その利用が住宅庭闘にとどまらず，あらゆる空間

の線化用に積極的に取り入れられようとしている日.

グラウンドカバープランツとは，地表簡を低く留に覆

うように生育する植物のことで， 日本では地被植物

(ground cover plants)または単に地被 (groundcover) 

と呼んでいる.この呼び方はあくまで用途本位の呼び名

であるため， r革本・木本の別，野性植物，鴎芸植物，

その他植物学上の種別は関わず，草丈の低いもの，刈り

込みによって一草丈安低〈維持することが可能な植物をい

うjと定義されている幻.本県北部地域は，グラウンド

カバープランツの生産が全図的に見ても多く，今後その

需要の増加が予想される.

1997年8月29B受理

*北部農業技術センター

そこで，各種のグラウンドカバープランツを新競造成

のり菌や陛畔の被覆線化などに利用するため，兵康県立
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北部農業技術センター内のり聞に植栽し，その生育特性

と土壌流亡等について検討した.

材料及び方法

1 グラウンドカバープランツののり苗植栽方法および

生育調査項詰

植栽したのり蔀は， 1992年に高さ10mを2段に額斜角

度30度で造成盛り土したもので，このうち南東斜面を長

さ50mにわたり利用した.植栽は雑撃の生育している表

土を数センチまIJぎ取り，マサ土 1rrlにオガクズ入り牛ふ

ん土佐肥200kg，BMょうりん 2kg，緩効性肥料 (N:P205:

K20= 6 :40: 6) .3 kgを混合した培養土を数センチの厚

さに客土した.ポリポットの苗株を1994年3月15日に，

一種類当たり様栽規模10rrf(2mX 5m)，植栽間関20

cm X 20cm， 250株を植え付けた.植え付け後の潅水は一

切行わず，除幕を適宜行った.供試したグラウンドカバー

プランツの種類は68積類(品種)で，に兵庫県北部で

生産，流通しているものから選定した.時期別の被覆率

0.......100%を5%刻みで， 1994年6月2B，. 10月6臼，

1995年10月9日および1996年9月19Bの4田観察し，さ

らに草丈，欠株率および開花期間等を謂査した.

2 グラウンドカバープランツ植栽による土壊流亡量

供試した種類は，上記 1で植栽したものの中から31種

類について謁査した.雨で流亡した土壌量は，のり面下

段のU字溝(幅20cm，高d20cm，長さ200cm)の中央部

分50cmの区間に堆積した量を1994年10}j11日および1995

年11月21日に測定した.対照区は同ーのり面の操地部分

の流亡土壌震とし，棟地の流亡量を100とした時の指数

で表示した.

上記1および2により，のり薗緑化を行う上で植栽半

年後および 2年後の被覆率が90%以上，欠株率がほぼ10

%以下の種類や土壌流亡量を指標として早期緑化に適す

る種類の選定をおこなった.ぢらに，開花する種類の中

で花色や着花状況および期間により，景観上好ましいと

思われる種類を選定した.

結果

1 のり函植栽したグラウンドカバープランツの生育特

2性

植栽年の気象は夏期高温少雨であり， 5~6 }j の降水

量は平年比72%，7丹は6%，8月前半は16%しかなかっ

た.植栽 2年目の降水量は，全般には平年より少なかっ

たが 7月10Bに時間隔最26rnrn，同月四日36闘の豪雨が

あり，月別総雨量は 7月が特に多くなった(図1).

横栽半年後の10月上旬に被覆率が90%以上で欠株率が

450 
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図1 気温および降水量の推移(北部農技センター

1994年.......95年)

ほぼ10%以下，かっ 2年後の秋に被覆率が90%以上のも

のはハマギク，マツバギク，ポテンィラなど25種類であっ

た.これらの種類は，主に草本類であるが，ヒペリカム，

ルブスカリシノイデス，アベリアの木本類の一部も含ま

れていた.また，初期生育は緩慢であるが 2年後の秋

に被謹率90%以上のものはヘデラ類，ササ類，テイカカ

ズラなど44種類であった.植栽初年目の夏期高温乾燥の

気象条件により欠株率50%以上となった種類は， リボン

グラス，フッキソウ，セイヨウイワナンテン，ユキノシ

タなど 9種類であった.また，ハナニラは夏季休眠する

種類であり，謂査時には地上部が無く裸地状態であった.

さらに，アジュガ，ヘピイチゴ，ベロニカ， リシマキア

など l年後の被覆率は高いが 2年自以降の被覆率は低

くなる種類も散見された(表1).

初年度から開花し，花色や義花状況および開花期間に

より景観上適すると判顕した種類は， ヒペリカム類，シ

パザクラ，イブキジャコウソウなどであった(表1).

ハナニラが 3丹から開花し，アークトセカが4月，ポテ

ンティラ，シパザクラ，アジュガなどが 5丹から閥次開

花する.開花して景観上好ましいと患われる種類は，巻

から初夏に開花するものが多く，フイ 1)ヤプランおよび

ハマボウが夏季から秋にかけて開花し，さらにハマギク，

タマスダレおよびツワブキは，初秋から晩秋にかけて開

花した.これらの種類の中で，植栽3か丹後の初期生育

が良く被覆率が高いのり面緑化に適する草本額ではアー

クトセカ， シパザクラ，セダム類などであり，初期生育

は緩捜であるがl年後に被積率が高くなる木本類は， ヒ

ペリカム類，コトネアスター，アベリアなどであった.

草丈はヒペリカム類，ハマボウ，ハマギクなど木本性

の種類が植栽初年目に比べ次年臣が 2倍程度になったが，
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桃色花、多花性、{正木。冬季半落葉、刈込が必姿。

白色小花、多花性、株が1Eで埋まる。 E詰，n性強。
冬季休燥地上部なし。

総寒性は普通、壁面に適する。

常緑で強健。

漉桃色花、株が花で壊る。古株の枯死発生、 E語審寒伎は強い。

桃色花、株が1Eで埋まる。磁器寒性iま強い、古株の枯死発生。

白色1Eに紫E証点、半日影でさ主育良、湿り気のある場所適。

湾紫色花、白色花あり。溺乾伎は強い、冬季地上部なし。

淡紫花、株が冬季紫色。蹴乾伎は緩めて強〈、縮緬に込

耐寒酎~性lま強い。

黄色震形花、株が花で樫る。磁乾性は極めて強、樹舗道L
酎乾寒暑性は強〈、壁画に適。

白色花、低木、刈り込み必要。冬季に半落葉。

黄色花、径3由。木本性、冬季iこ半議議。

黄色花、カザシナムより大波多花。木本位、冬季に平沼署L
紫色花、径3田多花e斑入り穂あり。主主性、耐乾寒暑性強。

紫色花、マジョールより生宵緩慢。 E主性、磁乾懇暑性iま弘

淡紫色花、乾~湿の適応、性あり。

鹿食客有。磁寒耐嬰伎は強く常線。

鹿食客有。耐寒耐暑性は強〈常縁。

鹿食客有。磁寒耐暑性は強く常嫌。

鹿食客有。昔話寒耐~伎は強く常縁。

鹿食客有。耐寒酎嬰性は強く常縁。

賞~桃色花、変異あり。樹乾性は強い、冬季地上部なし。

策色小花、多花投。やや湿り気のある斜笥に適。

議挑~淡桃色花、排水に注意。樹乾性は強、古株は木賞{t，

黄色屋形花、株が花で埋る。磁乾伎は極めて強、緩斜iliiに適。
白色花、あまり医立たない。木本性低水‘ llit乾伎は強。

樹寒磁器性は強い。

木本位、耐寒性は強い。

樹望書樹~伎は強い。

樹寒酎~性は強い。

常緑、耐乾伎は強い。

耐空襲耐墨絵l立強い。

タンポポに似る黄色花、初夏に多花。耐乾性強い。

談挑色小花、多1E性、株に芳香溺寒性l孟強、樹暑性やや慾い。

淡紫~白色花。品穏多数。冬季iこ休眠。

夏i閤強光でm焼けが発生。

常緑性木本、樹乾性はやや強い。

酎乾寒暑性は強〈、壁面に適。

常緑、 E話乾寒性は強い生育が濃い。

木本性、耐寒伎は強い。

耐寒酎署性は強い。

黄色花、低木。耐乾伎は弱い。

常緑性低木、iInt乾性l孟弱〈強光で蒸焼。

白色花、球根。変挙に休眠し地上部なし。

湿り気のある場所を好み冠水lこ耐える。

やや滋り気のある緩斜蔚に遇する。

黄色花、晩秋開花。常緑、樹乾性は弱く、半日影に述。

黄色小花、暑さに弱い。罰百乾伎は弱い。

夏季lこ休眠、地上部はない

淡挑t!!花。溺乾性l立強い。

常緑性低水、湿地を好む。

鮮紫色、花後1E殻が見苦しい。童話乾性はやや強い。

冬季に休眠し、地上部なし。

紫色1E日茶色とのお和。富t車主性弱樹乾性l立極めて弱い。

耐~性は弱〈、夏に蒸れる。

常緑性低水、耐乾性は弱い。

常緑性低水、耐乾性lま弱い。

常緑性低水、 E討乾性i持軍い。

黄色花、冷1京地に適。蹴乾伎は弱い。

常緑伎低木、iInt乾伎は弱〈半日影に適。

常緑、生育は極めて違い。

やや湿り気のある平日影で生脊良好。

常緑性低水、耐乾性は弱い。

繁磁~が慈〈、急傾斜地には向かない。

白色花、夏季休眠。
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被覆率(%) 被覆率(%)

関 2 主なグラウンドカバープランツの被覆率と土壌流

亡量(植栽初年目)

(土壌流亡量は裸地の流亡量を100とした指数

1994年10月調査)

その他ササ類，革本性種類では大きな蓋がなかった.

2 グラウンドカバープランツ植栽による土壌流亡の影

響

植栽半年後の1994年10月上旬における土壌流亡景の指

数は，フイリヤプラン，ヘデラ鎖，シャガ，ノシランな

どは10以下であり流亡量は少なかった.これらの種類で

は，槌栽3か月後の初期被覆率が高いものが多かった.

一方，ハナニラは93，オオイタビ59，フイリアマドコロ

57などとなり， これらの種類では土壌流亡量が多く，初

期被覆率も50%以下の種類であった.のり面に植栽した

グラウンドカバープランツの被積率と土壊の流亡蓋の相

関は高く，初期生背が良く早期に土壌面を覆う種類は，

概ね流亡景が少なく，生育速度が遅いものや夏季休眠す

るハナニラは多かった(図 2)， 

植栽2年毘の1995年11月下旬における調査では，初年

度に流亡量が少なかった種類は概ね 2年目も流亡量は少

なく，ポテンティラ，ペメロカリスなどは5以下となっ

た.一方，タマスダレ84， リボングラスは60，フイリア

マドコロ60などとなり流亡量が多かった(密 3)， 

考 察

のり酷の表面浸食・崩壊防止のための植栽には，短期

間で緑化できることが要求され，芝類の種子吹き付けや

管理の省力化を図る意味から歌米ではヘデラ類が，わが

国ではササ類が比較的多く植栽されている 4)

グラウンドカバープランツをのり面に植栽するにあた

鴎 3 .:lミなグラウンドカバープランツの被覆喜界と土壌流

亡霊(植栽2年目)

(土壊流亡景は操地の流亡量を100とした指数

1995年11月調査)

り，備えるべき特性要件としては，次のようなことがあ

げられる.生育底盛でのり窃を早期に密に覆い，土壌浸

食の防止，抑草効果が大きいこと.安定した植生であり，

過繁茂などによる枯死が少なく，乾燥，高低温，病害虫

等に耐えること.植え付けやすく，追肥や防捺が不要な

いし最小娘にとどめられ，維持管理が楽なこと.葉色の

変化や開花など季節の変化があり，景観上優れているこ

と層面の生態系や地域環境を撹乱しないことなどであ

る.

本試験では， 68種類のグラウンドカバープランツを新

規造成のり酷に植栽し，早期に土壌揺を被覆して乾燥に

耐え，のり酪植栽に適する種類を検討した.判定方法は

植栽初期および 2年後の被覆率，夏季における高濫乾燥

条件での欠株率，開花して景観上好ましい種類，土壊流

亡量などから総合的に判断した.その結果，のり面の早

期緑化に特に適する27種類，やや適する16種類，あまり

適さない13種類および適さない12種類を選定した(表1)，

この特に適する種類の中で，ササ類は初期生育はやや緩

捜であるが 2年毘以降は被覆率が良く根が地中深く入り，

土壌流亡を抑制する効果が特に高い種類である.護性の

へデラ類およびどンカ類は，常緑性であり生育連震が早

い種類である.また，アークトセカ，シパザクラおよび

マンネングサ類は草本類であり早春から開花し，花が株

を被い隠すほど咲き景観上好ましい種類である.さらに，

ヒペリカムは木本性にもかかわらず，生育が良く黄色い

花を咲かせることから，のり面緑化に適する種類と考え



福i鳩 昭・岩本豊:のり面に植栽したグラウンドカバープランツの生育特性と土壌侵食防止 61 

られる.やや適するとした種類の中で，テイカカズラ，

オオイタピはのり面でなくどちらかと雷えば岩場か壁面

に適すると思われる.一方，あまり適さないとした種類

の中で， シャガ，セキシ g ウ，ユキノシタは半日陰の湿っ

た場所に適する種類であり，供試したのり面には不向き

でった.また，適さないとした種類の中で，セイヨウイ

ワナンテン，ツルマサキ，セラスチューム，キチジョウ

ソウなどは夏期の乾燥のため大半が枯死し，またコクリュ

ウ，フイリアマドコロは生育不良，ハナニラは夏季に休

眠し地上部がないため被覆率が低くなった.これらの種

類は，今詔供試した条件ののり面には不向きであったた

めであり，植栽する環境を十分考慮する必要がある.

早期に土壌面を覆う種類は土壌流亡霊が少なくなり，

植栽l年後に土壌面を完全に覆うフイリヤプラン， ビン

カ類，ポテンティラなどは土壌流亡を完全に防止する効

果がある.しかし，休眠期に地上部が枯れ上がる種類で

は，その期間の土壌流亡霊はやや増加する恐れがある.

そのためには，急斜面で土壌流亡の懸念のある場所には

常緑性の種類を植栽するなどの留意が必要である.のり

閣の崩壊を防ぐには，植物の根が地中深く入り込むこと

も重要である.本試験では被覆率のみから判断したが，

根系調査によるのり富保持の判定も必要である.

近年，過疎化と高齢化による農地の荒廃が問題となっ

ており，さらに畦畔，道路および水路ののり苗の草刈り

作業に代表される管理問題は，その重要性が指摘されて

久しい.畦畔のり面の維持管理は，いまだに璃掛け式刈

り払い機による草メIJり作業が中心であり，多くの時間と

労力を要している 7) このことから，グラウンドカバー

プランツを畦畔のり面に植栽して雑草を抑鰐する草生管

理方法が今後有効であると考えられ，主主メIJり作業を軽減

しようとする取り組みが全国各地で行われている幻. ま

た，植物の他感作用を利用して雑草の抑制を図ろうとす

る試みも行われている 1)幻6) グラウンドカバープラン

ツを畦畔のり聞に植栽するにあたり鍛えるべき特性とし

ては，前記特性に加え抑主主効果が大きく，踏みつけに強

く葉の上を歩いても滑らない，農作業の安全性が確保さ

れること，作物の病害虫の巣とならず田畑へ侵入しない

こと，などが上げられる.

供試したグラウンドカバープランツの中で，陛畔の天

端植栽に可能性のある種類として，主主丈が低く踏みつけ

に強く，滑りにくいと考えられるアークトセカ，シパザ

クラ，ポテンティラ，ルブスカリシノイデスなどがよげ

られる.また，畦畔のり面の横栽には，根が地中深く入

り土壊を保持するイネ科のササ鎖，蔓性のヘデラ類， ピ

ンカ類，刈り込みを必要とするが木本性のヒベリカム類

などが適するものと推察される.さらに，景観面を重視

するなら白花を多数咲かせ芝の代替となるイワダレソウ，

初夏に黄色の花を一面に咲かせるメキシコマンネングサ，

ツルマンネングサなどのセダム類が緩斜顕に植栽できる

可能性がある.

草刈jりにより安定している畦畔の植生は，地下茎がよ

く発達し草丈が低い雑事で構成されている場合である.

チガヤなどイネ科雑草を中心としてオオバコ，チドメグ

サなどが混生している畦畔は安定している 8) 今田のグ

ラウンドカバープランツののり面植栽は一種類の植え込

み，いわゆる単植で行った. この場合には，冬期に休眠

し地上部が枯死するシランやギボウシなどの種類がある

ので，この期間は土壌流亡の懸念がある.今後は数種類

の混植や冬緑性の種類と夏緑性の種類との混植により，

年中土壌表揺を覆う必要がある.さらに，景観上美しい

種類の植栽やリュウノヒゲなどの在来種や自生穣を植栽

し，生態系や地域環境の撹乱を最小限にする方法も考躍

しなければならない.また，植え付けには慣行のポット

萌を使用したが，単位面積当たりの費用が高価であり，

植栽労力もかかり実用上問題がある.このため，低コス

トで省力的な植え付け方法を今後さらに検討する必要が

ある.
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